
現在、図書室には約18,000冊の図書があ

る。毎日、学校の帰りに読んでいる子もい

る。熱心に読んでいる子、にこにこしなが

ら読んでいる子、なんとなくおちつかない

しんで

来年

ができ

を－人
蕊

職 鯨



昭
和
五
十
六
年
中
に
高
萩
署
管
内
で

発
生
し
た
交
通
事
故
は
、
三
百
八
件
で

死
者
は
十
人
、
負
傷
者
は
四
百
五
十
四

Ｊ
ｌ

Ｉ
－
薑
濡
ひ
が
に
入
る
と
、
子
供
た
ち
一

口
一
は
鯉
鼎
坐
感
な
ど
か
ら
、
せ
っ
か
く
一

一
身
に
つ
い
た
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
一

一
梓
塞
甦
竜
動
作
を
忘
れ
が
ち
に
な
一

一
夏
休
み
を
ま
え
に
、
高
萩
警
察
一

一
署
が
ま
と
め
た
五
十
六
年
の
「
交
一

一
通
白
書
」
を
も
と
に
交
通
事
故
の
一

一
あ
ら
ま
し
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
圭

Ⅲ
年
間
で
死
者
剛
人

昨
年
は
Ⅲ
人

▲

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

体

で

お

ぼ

え

た

交

通

ル

ー

ル

を

大

切

に

一

（第一幼稚園の交通安全教室）人となっています。

こ
れ
を
前
年
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、

死
者
は
、
同
数
の
十
人
で
、
発
生
件
数

は
、
十
二
件
減
少
し
た
も
の
の
負
傷
者

は
十
五
人
増
え
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
か
ら
五
十
六
年
の
十

年
間
の
状
況
で
は
、
死
者
が
百
三
十
九

人
、
発
生
件
数
は
三
千
六
百
三
十
六
件
、

負
傷
者
五
千
百
十
三
人
と
な
っ
て
お
り

も
っ
と
も
死
者
が
多
か
っ
た
の
は
、
昭

和
川
’
七
年
の
二
十
六
人
が
最
高
で
、

次
に
昭
州
近
十
川
年
の
二
十
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
内
の
昨
年
の
事
故
状
況
は
、
発
生

件
数
両
三
十
四
件
、
死
者
五
人
、
負
傷

者
百
九
十
一
人
と
署
管
内
で
は
、
北
茨

城
市
、
十
王
町
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ

Ｐ
Ｊ
Ｆ

〆
）

交
通
事
故
が
多

夏
休
み

み
ん
な
で
気
を
つ
け
よ
う

事
故
の
発
生
状
況
を
月
別
に
み
ま
す

と
、
五
十
五
年
は
、
暮
に
多
か
っ
た
事

故
が
昨
年
に
は
、
七
、
八
月
の
夏
の
事

故
が
多
く
、
十
王
町
十
件
、
北
茨
城
市

二
十
八
件
、
市
内
が
三
十
三
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

時
間
別
発
生
状
況
で
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
前
八
時
ま
で
が
二
十
六
件
、
午

後
五
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
が
三
１
件

と
多
く
朝
夕
の
ラ
ヅ
シ
ュ
時
に
多
い
の

は
例
年
ど
お
り
で
、
死
亡
事
故
は
、
雨

降
り
の
夜
か
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま

‐
す
。

一
ｋ
い
睾
主
｛
？
ｃ

事
故
は
７
．
８
月
が
最
高

通
》

の年
墨

（
〔
）
一
識
が
蜜
‐

戸
島
●
）
ゞ
綴
、
雲
》

｛
父
“

白書から“

事
故
の
原
因
別
で
は
、
わ
き
見
運
転

か
ト
シ
プ
を
占
め
八
十
三
件
、
安
全
不

確
認
が
四
十
三
件
、
そ
し
て
安
全
速
度

違
反
二
十
七
件
の
順
で
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
件
数
は
、
六
件
と
少
な
い
も

め
の
死
傷
者
は
、
九
件
と
事
故
件
数
は

少
な
い
割
に
死
傷
者
が
多
い
こ
と
か
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。

飲
酒
の
動
機
は
、
自
分
で
飲
み
た
く

て
が
八
三
％
を
占
め
、
知
人
、
友
人
に

さ
そ
わ
れ
た
り
、
す
す
め
ら
れ
た
の
か

一
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

死
亡
蛎
故
発
生
の
運
転
維
験
年
数
で

は
、
免
許
取
得
十
一
年
か
ら
十
九
年
の

間
が
多
く
、
人
身
事
故
が
六
十
九
件
で

死
亡
事
故
五
件
と
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
一
年
か
ら
二
年
が
人
身
事
故
四
十

八
件
、
死
亡
事
故
一
件
、
一
年
未
満
が

{ 57年交通安全
年間スローガン l

iO運転者むけ

危険です寝不足

積み過ぎ飛ばし過ぎ 『

O歩行者、 自転車むけ

だいじょうぶでももう一度右左 ！

Io子供むけ
あぶないよ車が見えないまがりかど ；

i___.-----－---------.-.--..一一-－．－__､--_雲－

原
因
別
で
は

わ
き
見
運
転
が
鯛
件

運
転
経
験
の
事
故

１
．
２
年
未
満
が
増
加

（
）

等塞鍵塞鍵鍵鍵諜錨､A市民号Ⅷ今年は東京遊鬘装鍵鍵鍵盤を坐隆鍵諜鍵鍵鍵坐隆坐隆鍵塞鍵鍵鍵盤隆鍵準
謝 歳驚
鶚 今年の市民号は、 ’3回目を迎え東京遊覧ときまりました。ふるってご参ﾉ川ください。 驚

; :f二舅悪細旧) B帰り 驚
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* 7 : 00ごろ発 9 :40ごろ着 l1 : 00f 14 : 00
餅 一 ÷ 10 ： 20発 12 ： 30発

勤 O募集人員 470人（先着順とします） 驚
謝 o費 用おとな9,600円、 こども7,300円 驚

謝 O申し込みと受付 9月1日から市民相談室の窓口に費用を添えて直接申し込みください。 樵
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今
や
少
年
非
行
は
、
戦
後
第
三
の
、
し

か
も
最
大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。

競
近
の
少
年
非
行
の
特
徴
と
し
て
は
、

低
年
齢
層
の
少
年
に
よ
る
非
行
の
増
加

や
、
非
行
が
ご
く
普
通
の
家
庭
の
少
年

に
ま
で
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
見

死
傷
者
の
年
齢
別
・
性
別
で
は
、
二

十
歳
か
ら
二
十
九
歳
が
九
十
二
件
の
傷

者
で
男
六
十
二
人
、
女
三
十
人
、
死
者

は
男
二
人
で
、
次
に
三
十
歳
か
ら
三
十

九
歳
ま
で
が
傷
者
八
十
三
人
で
、
男
五

十
六
人
、
女
二
十
七
人
、
死
者
男
二
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
・
中
。
高
校
生
の
事
故

も
多
く
、
十
三
歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の

人
身
事
故
四
十
件
、
死
亡
事
故
二
件
の

順
と
な
っ
て
お
り
、
免
許
取
得
後
一
、

二
年
の
経
瞼
の
少
な
い
人
に
事
故
発
生

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

刎
歳
代
に
多
い

女
性
の
事
故

青
少
年
の
非
行
を
な
く
せ

７
月
は
、
↑
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
期
間

｜

I
織墨鱗窪蕊窒』急鍾蕊騒舞； ㈱ ” ‘: 9■■

/7いボ崔ル鐵必'の会読

第亜回"社会を明るくする運動

過
ご
せ
ま
せ
ん
。

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

月
間
で
す
。
こ
れ
か
ら
次
代
を
担
う
少

年
た
ち
を
非
行
か
ら
守
り
、
さ
ら
に
、

更
生
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
は
、
家
庭
・

学
校
・
職
場
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

一
人
ひ
と
り
か
協
力
し
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
問
題
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
の
連
動

の
重
点
目
楪
は
「
地
域
活
動
の
推
進
に

よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」

に
置
か
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し

学
童
、
幼
児
の
岐
害
状
況
で
は
、
七

八
月
の
夏
休
み
期
間
中
が
多
く
、
小
学

生
が
五
○
・
九
％
と
半
数
を
占
め
、
次

い
で
幼
児
三
○
・
二
％
、
中
学
生
が
一

八
・
九
％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
事
故

原
因
で
は
、
と
び
出
し
四
一
・
五
％
、

自
転
車
乗
用
中
二
二
・
六
％
、
悩
断
中

一
三
・
二
％
の
被
害
状
況
と
な
っ
て
い

年
齢
層
で
は
、
傷
者
七
十
四
人
、
う
ち

男
五
十
六
人
、
女
十
八
人
で
死
者
男
一

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
子
の
死
者
で
は
、
六
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
二
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

被
害
者
は
小
学
生
が
大
半

ー'

が
。
Ｃ
？
。
？
Ｃ
？
Ｃ
Ｄ
・
○
？
。
？
０
？
。
？
。
？
Ｃ
？
。
？
○
？
。
？
虻

勤
労
青
少
年
柵
祉
法
で
は
、
鉦
年
七

月
の
第
三
土
曜
日
を
「
勤
労
青
少
年
の

Ｒ
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
ね
ら
い
は
、
働
い
て
い
る

青
少
年
の
幸
せ
と
健
や
か
な
成
長
に
つ

い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
、
勤
労
青

少
年
が
白
ら
立
派
な
職
業
人
と
し
て
成

長
す
る
よ
う
励
ま
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
“

働
く
青
少
年
の
施
設
で
あ
る
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
余
暇
を
有
効
に
生

か
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
文
化
教
養
な
ど
の
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
勤
労
青

少
年
の
日
の
行
事
と
し
て
、
〃
勤
労
青

少
年
交
流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〃
を
開
き

高
校
生
の
事
故
状
況
は
、
’
七
歳
が

十
三
件
、
十
八
歳
が
八
件
、
次
い
で
十

六
歳
が
七
件
で
、
事
故
原
因
は
、
同
乗

中
が
最
も
多
く
十
三
件
、
安
全
速
度
違

反
な
ど
い
わ
ゆ
る
暴
走
族
行
為
が
以
前

と
し
て
あ
と
を
た
た
す
、
無
謀
運
転
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

使
用
車
川
別
で
は
、
普
通
唯
川
単
が

十
六
件
、
原
付
（
ゞ
ハ
イ
ク
）
十
一
件
、

自
動
二
輪
（
オ
ー
ト
季
ハ
イ
）
三
件
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
◇
‐
◇
１
１

ま
す

ル
Ｊ
、
『

、
つ
・
Ｃ
（》
勤
労
青
少
年
の
日

芯
ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
を

高
校
生
の

事
故
原
因
は
無
謀
運
転

『

ま
す
。多
く
の
参
加
で
、
若
人
の
広
場
を
存

分
に
活
川
し
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

、
。
？
。
？
。
？
６
，
，
。
ワ
．
Ｃ
？
心
？
。
？
。
ワ
・
心
？
。
？
。
？
。
？
子

》
松
本
、
神
長
さ
ん
》

》
婦
人
少
年
室
協
助
員
に
《

砧

が
↑
。
？
◇
？
。
？
。
？
Ｃ
？
。
？
Ｃ
？
Ｃ
？
○
？
。
？
。
？
○
？
○
？
蛤

婦
人
少
年
室
協
助
員
と
は
、
勤
労
婦

人
、
青
少
年
の
保
護
、
描
祉
な
ど
、
婦

人
、
青
少
年
行
政
を
地
域
の
末
端
ま
で

浸
透
さ
せ
行
政
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
か
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
当
市
に
は
、
二
人
の
協
助

員
が
活
躍
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
婦
人
少
年
室
協
肋
貝

松
本
ち
よ
さ
ん
Ⅱ
上
手
綱
六
六
一

（
狂
○
四
三
七
○
）

神
長
寿
和
子
さ
ん
Ⅱ
束
本
町
三
の

二
二
窓
ａ
四
三
八
一
二

溌罰櫃扉？
るで婦婦<t､｡.“…子存

▽
こ
の
よ
う
に
、
交
通
事
故
状
況
は
、

依
然
と
し
て
飲
消
、
無
謀
連
岻
が
あ
と

を
た
た
ず
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者

で
あ
る
こ
ど
も
や
お
年
寄
り
の
聿
故
が

多
く
、
決
し
て
楽
観
は
許
き
れ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
．

今
後
、
交
通
事
放
の
減
少
を
定
着
さ

せ
る
た
め
に
は
、
自
動
車
の
運
転
者
を

は
じ
め
歩
行
者
、
そ
の
ほ
か
道
路
を
利

用
す
る
す
べ
て
の
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
い
つ
も
交
通
安
全
を
心
が
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
家
庭
や

学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
が
お
互
に
手

を
取
り
あ
っ
て
交
通
事
故
防
止
に
努
力

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

蕊藍＃北握
力手やるを利を

ー

市民祭り|こ参加しよう……言一…一傘ﾝ……一隻…一

7月24日(土）と25日（日）
○24日（土）駅前通りで､市民ばやし流しおと､り

午後6 ： 00から9 ： 00まで､ （雨天順延）

○24日（土）･25日（日）各地区で子供ミコシ

24日は、午後6時から午後9時30分まで交通規il;I1があ'）

す ので、 宮マイカーでこられるかたはご注意ください。

…蕊…ﾝ…垂雰唾…』簔言､…蝋ｼ誌…』妻ぐ砦おどりなどくわしくは商工課

ま
I

(壷③21 】|内線259）へ…』鶴雰華差垂霊や＝奄墨率． ,準霊詮宝奄藍訟跨 訟霊杢鼻華蜀球章喰シ語華＝や基準
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日立・高萩。十王広域公共下水道事業計画概要

高
萩
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭

和
五
十
五
年
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
事
業
促
進
を
図
る
た
め
、

本
年
四
月
か
ら
、
日
立
市
、
お
よ
び
十

王
町
を
含
め
た
二
市
一
町
に
よ
る
、
日

立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
を

発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
計
画
区
域
に
つ
い

て
も
、
都
市
計
画
の
用
途
地
域
（
工
業

専
用
地
域
を
除
く
）
全
域
と
す
る
区
域

に
変
更
し
ま
し
た
。

1

1

『

玉

亜

Ｅ

Ｆ

正

亙

正

二

口
口
回

ｊ

■

■

ロ
ヨ
コ

、

金“

口
可

旦
■
Ｅ

。
回
■
▽

５

．

ｚ

・
五

ｒ

３

Ｐ

Ｉ

再

Ｉ

佃

服

、
、
里
■
■

炉

１

．

毛

ｑ

１

即
■
■

氾

唱

心

Ｅ

日

並

任

報

衛
生
的
快
適
な
生
活
へ

項

計画目標耳

排除方

計画目標年

排除方

目

次
一
式

次

式

全

昭
一
分

体 計

和 75

画

年

E

E

E

流 式

雨水2,261 .4ha計画区域｜汚水2,223.4ha計画区域

計画人

計画汚水

94， 210人口
百
三 約73， 700m'/日

管渠延長 内径1,350mm～250mm延長約316,400m

終末処理場 1か所処理方式＝標準活性汚泥法

下
水
道
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
は
、
す
べ

て
地
下
に
埋
め
ら
れ
た
汚
水
管
に
導
き
、

こ
れ
を
終
末
処
理
場
に
集
め
、
化
学
的

衛
生
的
に
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
と
し

て
川
に
放
流
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、

日立・高萩･十王広域公共下水道計画図

松岡中学校
／〆

）

＋

ト

巾

一＝

秋 環
境
衛
生
の
向
上
に
役
立
ち
、
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
環
境
が
約
束
さ
れ
る
と

と
も
に
、
公
共
水
域
の
水
質
の
保
全
に

も
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
公
共
下
水
道
事
業
の
費

用
は
、
市
費
と
国
か
ら
の
補
助
金
、
お

よ
び
起
債
と
受
益
者
負
担
金
で
ま
か
な

高

根1

小学 校
校中

（
ｰ

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

計
画
内
容
は
、
別
表
・
表
の
と
お
り

で
す
。下
水
道
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

町十 王（
》

I 7F
"､匙識I

ｎ
通 ①

I､ｲ i川職

I 羊

I
、

I宙君

は
、
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道

組
合
事
務
局
Ⅱ
高
萩
市
役
所
内
Ⅱ
（
盃

ｅ
二
二
一
内
線
二
六
五
・
二
七
四
）

一
Ｃ
」
１
℃

蕊
＝

､〆
辱

立
一

十王川

:識織癖総織＆､増設鍔鐸期

湾
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7月1日付

市役所の人事異動 （係長以| ）

【部長】▽市長公室長兼市民活動課長＝金沢和夫(高

萩市・十王町事務組合半F務局長）▽高栽市・ l- l川

事務組合事務局長＝矢代利男（数育委員会給食セン

ター所長）

【課長】▽総務部財政,裸月l1参事・検査員＝中llf里止

（建設部建設課長）▽総務部税務課長＝梅原友寿(議

会事務局次長（川参事）兼庶務洲森係長）▽雄設部

建設課長＝大高渉（建設部建設課副参事）▽経済部

農林課長＝坂本次男（総務部税務課長）▽民生部市

民課副参事＝金沢勲（水道課長）▽教育委員会庶務

課長＝田中茂美（総務部財政課剛参事・検査員）▽

教育委員会給食センター所長＝大高智術（教育委員

会庶務課長）▽水道課長＝大部浩志（市長公室市民

活動課長兼市民榊動係lと）▽議会事務肘次長(R|j参

事）兼庶務調査係長＝松本弘文（総務部税務課長補

佐兼|古|定資産税係長）▽多賀地方農業共済事務糸Ⅱ合

事務局長＝沼田栄（経済部農林課長）

【課長補佐】▽総務部庶務課長怖佐兼文書係長＝伊

藤平樹（教育委員会庶務課長lli佐）▽民生部i,1,11祉事

務所長補佐兼援護係長・査察指導員＝黒沢良清（建

設部都市計画課長補佐兼庶務言|･|Ihi係長）▽教育委員

会社会教育課長袖佐兼社会教育係長＝佐藤田夫（数

育委員会勤労青少年ホーム館長）

【係長】▽市長公室市lt活動課I I｣民椚動係長＝井下

勲（民生部福祉4If務所社会福祉|筋議会係長）▽緑済

部商工課観光係侭＝松本三郎（' ' 1長公室市民柄勤課

広報広聰係長）▽建設部都市計l凹課施設係長＝高久

和行（建設部建設課主f[)▽民'I部WI'ihl事務lﾘ1il会

福祉協議会係長＝三浦正雄（ '司援護係長・査察指導

貝）▽救育委員会庶務課施設係長＝沼Ⅲ浩（総務部

庶務課文書係長）▽教育委員会勤労青少年ホーム館

長＝鈴木大尹（民生部衛生課公害係長）

【昇格】▽監査委員聿務局長＝江尻寛( |両]局長心得）

▽経済部農林課長補佐兼農林係長＝小泉米三（ |可農

林係長）▽市長公室市民沽動課広報広IIIM係長＝駕田

令一（同主任）▽総務部税務課固定資産税係長＝鈴

木一司（ '司主任）▽建段部都市計画課庶務計､I係長

＝鈴木賢治（同主任）▽民生部衛生課公害係長＝若

林俊夫（同主任）

固定資産税の評価替え

地代･家賃の値上げ抑制を

一家屋の在来分は据置－

今
回
，
三
年
に
一
度
の
評
仙
替
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
宅
地
な

ど
に
係
る
間
定
資
産
税
、
》
お
よ
び
都
市
一

計
画
税
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
新
し
い

評
価
額
で
課
税
を
す
る
の
で
は
な
く
、

従
来
ど
お
り
の
負
肌
調
整
枡
置
が
設
け
格面

ら
れ
て
い
ま
す
。
１均

す
な
わ
ち
、
昭
和
火
十
七
年
か
ら
昭
平の

相
五
十
九
年
ま
て
の
三
年
度
間
に
わ
た
ｊ

っ
て
漸
次
新
し
い
評
Ⅲ
額
に
蝶
づ
く
課
識く

税
へ
と
移
行
す
る
も
の
で
、
｝
一
れ
に
よ
地

り
所
有
渦
の
急
激
な
税
負
扣
と
い
う
も
牡

の
は
避
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

こ
の
負
仙
洲
幣
僻
置
に
よ
り
、
閲
定
当

資
産
税
、
お
よ
び
都
市
計
画
税
の
増
加

1

便
乗
値
上

通げ
に

達 ！

ー

和
は
、
わ
ず
か
な
細
で
あ
り
、
ま
た
・

家
屋
の
在
来
分
に
つ
い
て
は
，
原
則
と

し
て
前
年
腱
Ⅲ
格
に
柵
置
く
と
い
う
柚

,-ズート ノI
J／ I FF

'罫帯禺償馴細瞥‘
1.28階 1 .1

ヘヘー年度昭和54年度
、

地|引 、… (A)
＼

宅 地 2《838円

昭和57年度

(B)

3619円

注） 上記以外の固定資産税および都市局 |画税の負

扣訓幣率については、市報5月号に掲載されて

います。

置
も
と
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
地
人
貯
蓄
の
動
機
は
、
若
い
世
代
で
は
、

ま
た
は
、
借
家
人
に
対
し
地
代
、
ま
た
①
子
育
て
、
②
住
宅
、
③
レ
ジ
ャ
ー
の

は
、
家
賃
の
不
当
な
伽
來
値
上
げ
が
行
順
と
な
っ
て
お
り
、
巾
高
年
の
世
代
で

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
建
設
省
、
お
は
、
①
病
気
、
災
害
、
②
老
後
、
③
し

よ
び
日
附
省
よ
り
通
達
が
あ
り
ま
し
た
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
貯
蓄
を
す
る
う
え
で
心
が
け
る
こ
と

な
お
、
高
萩
市
の
土
地
（
宅
地
）
の
は
、
こ
れ
を
上
手
に
運
用
す
る
と
い
う

価
格
（
平
均
）
は
、
表
の
よ
う
に
な
っ
こ
と
で
し
ょ
う
。
預
貯
金
な
ど
の
利
子

て
、
た
す
。
↓
遍
兄
希
砿
鯲
か
、
っ
晶
斗
ハ
マ
し
憂
洲
詐
淫
ま

に
税
金
が
か
か
ら
な
い
マ
ル
優
制
度
は

制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
、
昭
和
五
十

マ
ル
優
の
利
川
九
年
一
月
か
ら
「
少
額
鮮
蓄
等
利
照
肴

カ
ー
ド
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

力
ｌ
ド
交
付
は
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
は
、
昭
州
五
十

八
年
一
月
か
ら
税
務
署
・
郵
便
局
・
金

魂
年
１
月
か
ら

剛
機
附
な
ど
の
窓
口
で
受
け
付
け
が
始

統
計
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
勤
労
者
ま
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
な
ど
く
わ
し

一
Ⅲ
州
当
た
り
の
平
均
貯
蓄
額
は
川
面
い
こ
と
は
、
日
立
税
務
料
、
税
務
杣
談

七
十
二
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
．
室
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・

ー

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ル
優
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